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問 ◆
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
国
に
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
、「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
」
の
給
付
に
伴
い
、
事
業

の
一
部
を
、
翌
年
度
に
繰
越

す
こ
と
に
よ
る
補
正
で
、
既

定
の
予
算
総
額
か
ら
、
８
８

１
７
万
円
を
減
額
し
、
５
０

億
５
８
４
６
万
円
と
す
る
。

　
　
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園

の
宿
泊
施
設
建
設
は
、
町
内

産
の
木
材
を
活
用
す
る
の
か
。

施
設
の
完
成
は
。

　
　
大
滝
山
林
組
合
の
木
材

を
活
用
し
て
い
く
。

　
26
年
３
月
末
に
完
成
予
定

　
　
除
雪
費
は
。

　
　
23
年
度
は
１
６
０
０
万

円
、
24
年
度
は
１
３
５
０
万

円
。
出
動
回
数
は
、
前
年
度

に
比
べ
て
半
減
し
、
委
託
業

者
も
１
社
減
り
12
社
と
な
っ

た
。

◆
25
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　
予
算
総
額
は
４
３
億
２
２

０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
２

億
８
６
０
０
万
円
（

７．１
％
）
の

増
加
。
主
な
も
の
は
、
国
の

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、「
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
の

給
付
に
伴
う
社
会
資
本
整
備

事
業
の
拡
充
で
あ
る
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
の
総
額

は
１
７
億
７
１
０
９
万
円
で
、

７
４
０
万
円
の
減
収
見
込
み

と
な
り
、
収
入
全
体
の
41
・

0
％
を
占
め
て
い
る
。

　
地
方
交
付
税
は
７
億
７
７

０
０
万
円
で
、
国
の
地
方
交

付
税
総
額
が
2.2
％
減
額
と
な

り
、
前
年
度
比
１
８
０
０
万

円
（
2.3
％
）の
減
と
な
る
。

　
歳
出
で
は
、
多
賀
町
総
合

計
画
に
基
づ
き
、「
高
齢
者
支

援
、
子
育
て
支
援
、
教
育
の

充
実
」「
若
者
定
住
、
地
域
づ

く
り
」「
地
域
経
済
・
産
業
活

性
化
」「
防
災
・
環
境
対
策
」

を
柱
に
、
町
民
の
安
心
・
安

全
な
生
活
を
守
る
た
め
に
必

要
な
事
業
（
主
な
事
業
の
予

算
額
と
そ
の
内
容
は
８
・
９

ペ
ー
ジ
）
に
計
上
さ
れ
た
。

　
　
地
域
防
災
計
画
作
成
委

託
料
５
０
０
万
円
の
委
託
先

と
計
画
作
成
に
お
け
る
地
域

と
の
関
わ
り
は
あ
る
の
か
。

計
画
の
完
成
時
期
は
い
つ
か
。

　
　
入
札
し
て
コ
ン
サ
ル
に

委
託
し
、
防
災
会
議
委
員
20

名
に
諮
り
作
成
す
る
。

　
25
年
度
中
に
完
成
予
定

　
　
防
災
備
蓄
倉
庫
の
備
蓄

内
容
は
。

　
　
食
料
と
し
て
、
５
年
間

で
５
０
０
０
食
を
購
入
す
る

計
画
で
あ
り
、
拠
点
施
設
に

保
管
す
る
。

　
　
お
伊
勢
さ
ん
と
の
親
子

イ
ベ
ン
ト
の
時
期
に
、
な
ぜ

地
獄
め
ぐ
り
事
業
を
行
う
の

か
。
今
後
の
観
光
施
策
は
。

　
　
地
獄
め
ぐ
り
事
業
予
算

は
３
０
０
万
円
に
お
さ
え
、

内
容
は
地
元
関
係
者
と
打
合

せ
て
決
め
て
い
く
。
中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
観

光
施
策
へ
の
投
資
を
考
え
て

行
く
。

　
　
観
光
客
の
滞
在
時
間
が

短
く
、
多
賀
大
社
直
行
型
が

大
半
で
あ
る
。
滞
在
時
間
を

長
く
す
る
た
め
、
門
前
町
散

策
コ
ー
ス
を
新
設
し
、
新
た

な
観
光
資
源
を
創
出
し
て
、

今
後
の
観
光
の
礎
と
し
た
い
。

　
　
生
涯
学
習
あ
り
方
検
討

会
の
方
向
性
は
。

　
　
25
年
度
中
に
は
、
生
涯

学
習
の
あ
り
方
と
、
中
央
公

民
館
の
構
想
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　　
委
員
長
は
、
議
会
最
終
日

の
３
月
22
日
、
付
託
を
受
け

た
す
べ
て
の
議
案
の
審
査
結

果
を
本
会
議
に
報
告
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

予
算
特
別
委
員
会

　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
３
月
６
～
８
日
に
開
催
し
た
。

　
定
例
会
で
付
託
を
受
け
た
予
算
２
件
は
、
審
査
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

23

出るお金出るお金出るお金

区　　　分 予 算 額 前年
対比(％)

7億9772万円
　 7億2986万円

9163万円
   586万円

    563万円
    3億4361万円

     10万円
     101万円
     17万円
4億2254万円
   5278万円
7億1869万円

国民健康保険
介護保険
後期高齢者医療
育英
工業団地公共緑地維持管理
芹谷栗栖地域振興
多賀財産区
大滝財産区
霊仙財産区
下水道
農業集落排水
水道事業会計

合　　計

特別会計・企業会計予算額

特
　
別
　
会
　
計

31億6965万円

▲ 0.7
1.9

▲10.6
  22.4
▲17.8
▲34.8

0.0
0.0
0.0

▲15.5
10.1

▲43.8

▲15.8

２５年度
予算を
可決

２５年度
予算を
可決安心・安全な地 域防災の見直し安心・安全な地 域防災の見直し安心・安全な地 域防災の見直し

前年度対比 ２億 ８６００万円増（＋７.１％）前年度対比 ２億 ８６００万円増（＋７.１％）

一般会計４３ 億２２００万円一般会計４３ 億２２００万円一般会計４３ 億２２００万円

民生費 (23.2%)

10億277万円�

総務費 (12%)

5億2059万円�

衛生費 (8%)

3億4447万円

農林水産業費 (5.9%)

2億5482万円

諸支出金 (1.1%)

4554万円
議会費 (1.8％)

7610万円

商工費 (1.1%)

4633万円

土木費 (16.7%)

7億2309万円

消防費 (5%)

2億1807万円

教育費 (16.1%)

6億9855万円

公債費 (9.0%)

3億8867万円

予備費(0.1%)

300万円

災害復旧費(0.0%)

0万円

５３.１％ ４６.９％

入るお金入るお金入るお金
県税交付金 (2.1%)

9220万円�

国庫支出金 (15.5%)

6億7003万円�

県支出金 (6.4%)

2億7853万円�

町債 (10%)

4億3120万円�

地方交付税 (18%)

7億7700万円�

分担金・負担金等 (1.3%)

5737万円�

諸収入 (2.2%)

9534万円�

町税 (41%)

17億7109万円�

繰入金 (1.0%)

4324万円

使用料及び手数料 (0.5%)

2239万円

財産収入 (0.1%)456万円

寄附金 (0.1%)260万円

繰越金 (0.7%)

3000万円

地方譲与税(1.0%)

4130万円�

地方特例交付金(0.1%)380万円�

交通安全対策特別交付金(0.0%)135万円�

どう
使う

みん
なの
お金どう

使う

みん
なの
お金

問答答問問問 答答

問 答答答



45

条
　
例

規
　
約

「
子
ど
も
や
若
い
世
代
が

　
　
　
未
来
に
希
望
を

　
　
　
　 

持
て
る
ま
ち
」

　
本
町
で
は
、
依
然
と
し
て

少
子
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
も
、
若
い
世
代
が

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
づ
く
り
や
若
者
が
定
住
し

や
す
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
誰
も
が
安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送

る
こ
と
は
、
町
民
皆
様
の
共

通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　
住
民
一
人
一
人
が
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
設
計

を
持
て
る
よ
う
行
政
と
し
て

の
働
き
か
け
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

    「
環
境
や
歴
史
・
文
化

　
・
風
土
を
大
切
に
し
た

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

　
農
業
・
林
業
・
商
工
業
、

そ
れ
ぞ
れ
に
厳
し
い
現
実
や

課
題
を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、

本
町
に
広
が
る
地
域
資
源
を

産
業
価
値
と
し
て
転
換
す
る

方
策
に
つ
い
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
で
は
、
農
林
業
が
基

幹
産
業
と
し
て
、
ま
た
商
業

も
多
賀
大
社
の
門
前
町
と
し

て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
か
つ

て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

た
め
に
も
、
地
場
産
業
の
再

生
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
で
は
多
賀
そ
ば
の
６

次
産
業
化
な
ど
付
加
価
値
の

あ
る
農
業
づ
く
り
を
、
林
業

で
は
町
内
の
森
林
資
源
を
循

環
さ
せ
地
元
産
材
を
利
活
用

す
る
取
り
組
み
を
、
商
業
で

は
創
意
と
工
夫
の
も
と
絵
馬

通
り
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
地
場
産
業
の
再
生
は
自
立

し
た
多
賀
町
を
目
指
す
う
え

で
、
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

そ
の
課
題
解
決
の
た
め
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
快
適
に
暮
ら
す
た
め
の

　
　
　
生
活
基
盤
の
充
実
」

　
芹
谷
地
域
の
振
興
に
つ
き

ま
し
て
は
、
芹
谷
地
域
の
皆

さ
ま
に
は
、
長
き
に
わ
た
り

ご
心
労
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
水
谷
地
域
で
の

家
屋
支
援
事
業
も
本
年
度
中

に
ほ
ぼ
完
了
い
た
し
ま
す
。

　
町
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
久
徳
中
川
原
線
は
平
成

26
年
３
月
末
全
線
完
了
を
目

指
し
、
町
道
小
森
池
線
は
、

残
り
４
３
２
ｍ
を
当
初
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
平
成
30
年

度
完
成
よ
り
も
、
早
期
完
了

を
目
指
し
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
仏
ヶ
後
浄
水
場
施
設

の
整
備
が
５
月
末
に
完
了
の

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
９

月
頃
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　
防
災
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と

と
も
に
原
子
力
災
害
対
策
編

を
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
25
年
度
予
算

の
主
な
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、
議
員
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
が
不
可
欠
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
多
賀
町
の
更
な
る
発
展
を

期
し
て
住
民
総
参
加
の
も
と

に
力
強
い
行
政
を
推
進
し
て

い
く
よ
う
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

創
意
と
工
夫
で

創
意
と
工
夫
で

創
意
と
工
夫
で

創
意
と
工
夫
で

創
意
と
工
夫
で

25
年
度
施
政
方
針

多
賀
町
ら
し
く

多
賀
町
ら
し
く

多
賀
町
ら
し
く

多
賀
町
ら
し
く

多
賀
町
ら
し
く

町 長  久保 久良

３
月
定
例
議
会

３
月
定
例
議
会

３
月
定
例
議
会

地方分権から
　　進む地方主権へ
地方分権から
　　進む地方主権へ
地方分権から
　　進む地方主権へ
地方分権から
　　進む地方主権へ

◇
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
予
算
特
別
委
員
会
に
て

審
査
）

◆
24
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　
既
定
の
予
算
総
額
に
５
２

１
万
円
を
追
加
し
、
８
億
２

７
０
９
万
円
と
す
る
。

◇
24
年
度
工
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

◇
24
年
度
芹
谷
栗
栖
地
域
振

興
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

◇
24
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　
（
以
上
３
件
は
産
建
委
員

会
に
て
審
査
）

◆
24
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

　
既
定
の
資
本
的
収
入
に
５

３
８
８
万
円
を
減
額
し
、
資

本
的
支
出
に
不
足
す
る
額
は
、

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

と
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

て
ん
す
る
。

　
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
22
日
ま
で
の
18

日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

　
初
日
に
、
町
長
の
25
年
度
の
施
政
方
針
が
示
さ
れ
、

こ
れ
を
反
映
し
た
24
年
度
補
正
予
算
６
件
、
25
年
度
会

計
予
算
８
件
が
、
さ
ら
に
、
条
例
13
件
、
規
約
２
件
、

選
挙
２
件
、
発
議
２
件
を
審
査
し
、
可
決
し
た
。
請
願

２
件
は
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　
一
般
質
問
は
３
月
21
日
、
町
長
の
施
政
方
針
の
ほ
か

町
政
全
般
に
お
よ
ぶ
29
項
目（
詳
細
は
12
～
19
ペ
ー
ジ
）

に
つ
い
て
、
11
名
の
議
員
が
町
の
考
え
を
質
し
た
。

予
　
算

議
員
発
議

選
　
挙

請
　
願

◇
多
賀
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

◇
多
賀
町
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例（
略

称
）
の
制
定

◇
多
賀
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設

置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

◇
多
賀
町
使
用
料
お
よ
び
加

入
金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例

の
改
正

　
（
以
上
５
件
は
総
務
委
員

会
に
て
審
査
）

◇
多
賀
町
地
区
計
画
の
案
の

作
成
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◇
多
賀
町
都
市
公
園
条
例
の

一
部
改
正

◇
道
路
法
に
基
づ
く
多
賀
町

道
の
構
造
に
関
す
る
技
術
的

基
準
に
定
め
る
条
例
の
制
定

◇
多
賀
町
道
に
設
け
る
道
路

標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例

の
制
定

◇
多
賀
町
高
齢
者
、
障
害
者

等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

道
路
の
構
造
等
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
（
略
称
）
の

制
定

◇
多
賀
町
準
用
河
川
に
係
る

河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の

技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

　
（
以
上
６
件
は
産
建
委
員

会
に
て
審
査
）

◆
多
賀
町
水
道
料
金
審
議
会

設
置
条
例
の
制
定

　
水
道
料
金
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
多
賀
町
水
道
料
金

審
議
会
の
設
置
お
よ
び
運
営

に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
す
る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

◆
多
賀
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
者
の
報
酬
お
よ
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
改
正

　
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員

の
報
酬
と
費
用
弁
償
の
額
の

ほ
か
、
そ
の
支
給
方
法
を
定

め
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
た
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

◆
滋
賀
県
市
町
村
議
会
議
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

の
一
部
変
更

　
所
在
地
を
変
更
し
た
こ
と

に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
変

更
し
た
。

◆
滋
賀
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
減
少
お
よ
び

滋
賀
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

　
所
在
地
を
変
更
し
た
こ
と

に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
変

更
し
た
。

◆
湖
東
広
域
衛
生
管
理
組
合

規
約
の
変
更

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

の
法
律
名
の
変
更
に
伴
い
、

規
約
の
一
部
を
変
更
し
た
。

　
多
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
の
選
挙
（
指
名
推
選
）

・
原
　
　
邦
夫
氏 

（
土
田
）

・
藤
川
　
清
和
氏
（
富
之
尾
）

・
菅
森
　
金
治
郎
氏
（
河
内
）

・
狩
野
　
康
子
氏 

（
多
賀
）

　
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
の

選
挙
（
指
名
推
選
）

・
矢
守
　
嘉
嗣
氏
（
敏
満
寺
）

・
田
中
　
奈
美
子
氏
（
樋
田
）

・
霊
正
　
芳
信
氏
（
大
君
ヶ
畑
）

・
多
賀
　
節
子
氏 

（
木
曽
）

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の

設
置
に
関
す
る
決
議
が
３
月

定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
可
決

し
た
。

「
目
的
」

　
議
会
運
営
、
議
会
規
律
お

よ
び
議
会
の
活
性
化
に
関
す

る
調
査
・
研
究

「
委
員
の
定
数
」

　
議
長
を
除
く
議
員
11
人

◇
年
金
2.5
％
の
削
減
中
止
を

求
め
る
請
願

◇
25
年
度
一
般
会
計
予
算

　
（
予
算
特
別
委
員
会
に
て

審
査
）

◇
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

◇
25
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算

◇
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
予
算

　
（
以
上
３
件
は
総
務
委
員

会
に
て
審
査
）

◆
25
年
度
育
英
事
業
特
別
会

計
予
算

◆
25
年
多
賀
財
産
区
管
理
会

特
別
会
計
予
算

◆
25
年
大
滝
財
産
区
管
理
会

特
別
会
計
予
算

◆
25
年
霊
仙
財
産
区
管
理
会

特
別
会
計
予
算

◆
25
年
び
わ
湖
東
部
中
核
工

業
団
地
公
共
緑
地
維
持
管
理

特
別
会
計
予
算

◇
25
年
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興

事
業
特
別
会
計
予
算

◇
25
年
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算

◇
25
年
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

◇
25
年
水
道
事
業
会
計
特
別

会
計
予
算

　
（
以
上
４
件
は
産
建
委
員

会
に
て
審
査
）

◇
多
賀
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制

定
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総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
総
務
常
任
委
員
会
は
、
３
月
11
日
に
開
催
し
た
。

　
定
例
会
で
付
託
を
受
け
た
予
算
３
件
、
条
例
５
件
を

審
査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　
請
願
１
件
は
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
３
月
13
日
に
開
催
し
た
。

　
定
例
会
で
付
託
を
受
け
た
予
算
７
件
、
条
例
６
件
を

審
査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

予
　
算

予
　
算

条
　
例

条
　
例

◆
24
年
度
工
業
団
地
造
成
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　
県
の
本
事
業
に
対
す
る
支

援
金
額
が
決
定
し
た
こ
と
に

よ
る
補
正
で
、
既
定
の
予
算

総
額
に
１
億
円
を
追
加
し
、

５
億
円
と
す
る
。

◆
24
年
度
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
事
業
の
進
捗
と
今
後
の
見

込
み
に
よ
り
補
正
す
る
も
の

で
、
既
定
の
予
算
総
額
に
８

６
８
６
万
円
を
追
加
し
、
５

億
６
４
２
３
万
円
と
す
る
。

◆
24
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　
既
定
の
予
算
額
に
３
５
０

万
円
を
増
額
し
、
４
億
９
１

６
９
万
円
と
す
る
。

◆
25
年
度
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興

事
業
特
別
会
計
予
算

　
予
算
総
額
は
３
億
４
３
６

１
万
円
で
、
地
域
振
興
交
付

金
が
大
き
く
減
少
し
た
た
め
、

前
年
度
比
１
億
１
９
６
９
万

円
を
減
額
す
る
。

◆
25
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算

　
予
算
総
額
は
４
億
２
２
５

４
万
円
で
、
繰
上
償
還
を
行

わ
な
い
と
し
た
た
め
、
前
年

度
比
６
５
６
５
万
円
を
減
額

す
る
。

◆
25
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

　
予
算
総
額
は
５
２
７
８
万

円
で
、
起
債
償
還
額
の
増
加

に
よ
り
、
前
年
度
比
５
３
２

万
円
を
増
額
す
る
。

◆
25
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

　
収
益
的
収
支
は
、
施
設
整

備
に
伴
う
減
価
償
却
費
や
起

債
発
行
額
増
額
に
伴
う
支
払

利
息
の
増
額
な
ど
に
よ
り
２

億
５
３
２
２
万
円
で
、
前
年

度
比
５
３
２
万
円
を
増
額
す

る
。

　
資
本
的
収
支
は
、
仏
ヶ
後

浄
水
場
整
備
事
業
の
終
了
に

よ
る
施
設
整
備
費
の
減
額
等

に
よ
り
、
４
億
６
５
４
６
万

円
で
、
前
年
度
比
３
億
３
７

７
６
万
円
を
減
額
す
る
。

◆
多
賀
町
地
区
計
画
の
案
の
作

成
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
都
市
計
画
法
第
16
条
第
２

項
お
よ
び
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
、
多
賀
町
に
地
区
計
画

制
度
を
導
入
し
て
、
地
区
特

性
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
市

街
地
の
整
備
を
図
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

◆
多
賀
町
都
市
公
園
条
例
の
改

正　
都
市
公
園
法
の
規
定
に
よ

り
、
都
市
公
園
の
配
置
お
よ

び
規
模
の
基
準
等
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

◆
道
路
法
に
基
づ
く
多
賀
町
道

の
構
造
に
関
す
る
技
術
的
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に

よ
る
道
路
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
国
が
定
め

て
い
た
道
路
構
造
の
技
術
的

基
準
を
、
町
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
新
た

に
条
例
を
制
定
す
る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

◆
多
賀
町
道
に
設
け
る
道
路
標

識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
の
制

定　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に

よ
る
道
路
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
、
国
が
定

め
て
い
た
道
路
標
識
の
基
準

の
う
ち
、
寸
法
は
町
の
条
例

で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
新
た
に
条
例
を
制

定
す
る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

◆
多
賀
町
高
齢
者
、
障
害
者
等

の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
道
路
の

構
造
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定

　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に

よ
る
高
齢
者
、
障
害
者
等
の

移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
「
移
動
等
円
滑
化
の

た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造

に
関
す
る
基
準
」
を
町
の
条

例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

◆
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の

技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定

　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に

よ
る
河
川
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
準
用
河
川
の
河
川
管

理
施
設
等
の
構
造
の
技
術
的�

�

基
準
を
、
町
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

　
委
員
長
は
、
議
会
最
終
日

の
３
月
22
日
、
付
託
を
受
け

た
す
べ
て
の
議
案
の
審
査
結

果
を
本
会
議
に
報
告
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

問答

問答問

問

答

答

設置予定のフィットネス＆カルチャーセンター
（旧の教育委員会事務所）

フィットネス＆
カルチャーセンター

の設置

フィットネス＆
カルチャーセンター

の設置

フィットネス＆
カルチャーセンター

の設置

フィットネス＆
カルチャーセンター

の設置

仏ヶ後浄水場
整備完了

仏ヶ後浄水場
整備完了

仏ヶ後浄水場
整備完了

仏ヶ後浄水場
整備完了

◆
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

　
予
算
総
額
は
７
億
９
７
７

２
万
円
で
、
前
年
度
比
５
５

９
万
円
を
減
額
す
る
。

　
　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
申
込

み
者
の
状
況
は
。

　
　
１
０
７
人
の
受
付
に
対

し
96
人
が
受
診
。
新
規
申
込

み
者
を
優
先
し
て
い
る
。

◆
25
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算

　
予
算
総
額
は
７
億
２
９
８

６
万
円
で
、
前
年
度
比
１
３

６
６
万
円
を
増
額
す
る
。

　
地
域
支
援
事
業
費
で
、
介

護
予
防
事
業
費
に
５
０
８
万

円
、
包
括
的
支
援
事
業
費
・

任
意
事
業
費
に
１
９
３
９
万

円
と
す
る
。

　
　
介
護
予
防
教
室
の
参
加

状
況
は
。

　
　
多
賀
は
35
人
、
川
相
は

11
人
で
、
川
相
教
室
に
は
大

滝
地
区
全
域
か
ら
参
加
者
が

あ
る
。

　
　
介
護
認
定
率
は
。

　
　
17
・
2
％
で
、
わ
ず
か

だ
が
下
が
っ
て
い
る
。

◆
25
年
度
多
賀
町
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

　
予
算
総
額
は
９
１
６
３
万

円
で
、
前
年
度
比
９
７
０
万

円
を
減
額
す
る
。

◆
多
賀
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
規
定
に
よ

り
、
「
多
賀
町
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
の
施
行
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

◆
多
賀
町
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律（
地

域
主
権
改
革
一
括
法
）
の
施

行
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
国
の

法
律
や
政
省
令
で
定
め
て
い

た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
基
準
を
町
の
条
例
で
定

め
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

◆
多
賀
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
の

施
行
に
伴
い
、
介
護
予
防
に

関
す
る
基
準
を
町
の
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

　
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
。

　
　
町
内
の
方
に
限
ら
れ
、

訪
問
介
護
や
施
設
で
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
が
あ
る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

◆
多
賀
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お

よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定　
多
賀
町
民
に
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
町
民
福
祉
の
向

上
と
健
康
の
増
進
図
る
た
め
、

新
た
に
設
置
さ
れ
る
「
多
賀

町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
管

理
運
営
に
関
し
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

◆
多
賀
町
使
用
料
お
よ
び
加
入

金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
改

正　
「
多
賀
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

＆
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
に
伴
い
、
当
該
施
設

の
使
用
料
を
追
加
し
て
定
め

る
。

　
25
年
４
月
１
日
施
行

　
委
員
長
は
、
議
会
最
終
日

の
３
月
22
日
、
付
託
を
受
け

た
す
べ
て
の
議
案
の
審
査
結

果
を
本
会
議
に
報
告
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
。
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平成２５年度 主要事業の概要平成２５年度 主要事業の概要
みんなの力でキラリとひかるまちをめざす

子どもや若い世代が希望を持てるまちをめざす

誰もが安心して暮らせるまちをめざす

まちづくり活動支援
交付金

グランドゴルフ場整備
事業

1,200

事 業 等 の 内 容事業費事 業 施 策 名

個性輝くまちづくり活動
支援事業

空き家対策事業

11,254

17,014

事 業 等 の 内 容事業費事 業 施 策 名

活力ある地域づくりに積極的に取組む集落に３年間継続的に活動支援を
行う。平成２５年度（初年度）は、地域づくり計画策定にかかる経費の
支援を行う。

まちづくり活動を行う団体の初期事業費に対して助成を行う。地域の課
題の解決につながる事業や掲示板等の設置、自治ハウスの新設、駐車場
整備に対する補助を行う。

町内で増加している空き家で倒壊等の恐れのある老朽空き家の除去にか
かる経費の一部を補助する。平成２５年度は、空き家モデル改修事業を
実施し、地域振興の拠点とする。

若者定住支援助成金
交付事業

妊婦健康診査・特定不妊
治療費等助成事業

保育園運営事業

児童手当事業

子育て支援対策事業

ALT設置事業

臨時講師・特別支援教育
支援員設置事業

スポーツ教室事業

7,100

6,600

191,828

129,098

41,878

6,021

25,809

1,145

46,497

自殺対策事業

福祉医療助成事業

健康増進計画策定事業

後期高齢者医療事業

障がい者自立支援事業

介護・生活支援事業

1,000

73,504

1,000

127,825

144,940

111,703

町内で住宅を取得した若者または多世代同居を目的に住宅を増築した者
に対して、固定資産税相当額（家屋分）を助成し、若者の定住を促進す
る。町内事業者を利用した場合は、割増助成する。

少子化対策として、妊婦健康診査について助成するとともに、高度な不
妊治療、未熟児医療に要する経費の一部を助成する。

子どもの健全育成と子育て相談、延長保育等の保護者支援を実施する。

３歳児までと小学校終了前までの第３子には１人１ヵ月１５,０００円、
３歳から中学校卒業までの子に対して、１人１ヵ月１０,０００円を支給
する。

こども家庭応援センター・子育て支援センターを拠点に、「保護者への
子育て支援」、「課題を持つ子どもへの支援」、「発達面で課題を持つ
子への支援」等について即応できるよう事業の充実を図る。
また、清涼ファミリーステーションでの学童保育の充実を図る。

多賀中学校にALT講師を専属配置するとともに、小学校においては、外
部ALT講師に委託し、英語教育の充実を図る。

多賀中学校に臨時講師３人と特別支援教育支援員２人、多賀小学校に、
臨時講師１人と特別支援教育支援員６人、大滝小学校に臨時講師１人と
特別支援教育支援員２人を配置し、就学困難な児童生徒の支援、授業の
充実に努める。

住民の健康増進のため、親しみながら参加できる運動スポーツ教室を開
催する。

富之尾地先にグランドゴルフ場を整備し、住民の健康増進に努めるとと
もに、地域・世代間交流の拠点とする。

障がい者自らがサービスを選択し､サービスを利用する等、自立に向けた
支援を行う｡

介護予防プランの作成、高額介護サービス費に対する貸付金などの事業、
介護保険特別会計への繰出金等を行う。

特定検診や広域連合への分賦金、後期高齢者医療事業特別会計への繰出金
等を行う｡

既存計画を見直し、住民や地域に即した計画を策定し、さらなる健康増進
に努める。

中学卒業までの子どもの医療費を無料化し、子育て世代の負担軽減を図る。
県制度に準じ、母子・父子家庭、一人暮らし寡婦、重度心身障害者、一人
暮らし高齢寡婦、低所得老人等の医療費の一部負担を補助する。

命の大切さを再認識させるとともに、生きがいのある生活が送れるよう、
講演会等、啓発を強化する。

（単位：千円）

事 業 等 の 内 容事業費事 業 施 策 名

（単位：千円）

計画を実現するために

電子計算機器更新事業

戸籍・住民基本台帳事業

財政事情公表事業

38,509

24,008

530

事 業 等 の 内 容事業費事 業 施 策 名

（単位：千円）

（単位：千円）

環境や歴史・文化、風土を大切にしたまちをめざす

消防・防災施設等整備
事業

上水道施設整備事業

道路新設・改良・舗装
事業

公共交通活性化事業

コミュニティバス運行
対策事業

地籍調査事業

文化財保護・調査事業

事 業 等 の 内 容事業費事 業 施 策 名

再生可能エネルギー導入
事業

農林産物生産奨励等
補助事業

地域農政推進対策事業

獣害防止対策事業

森林資源循環利用促進
事業

がんばる商店応援
補助事業

近江の地獄めぐり事業

地域防災計画策定
及び 防災関連施設現況
調査事業

26,419

1,615

15,564

59,257

3,725

4,500

3,000

防犯灯設置事業 5,255

11,530

67,795

57,020

527,909

7,558

37,961

6,674

65,377

（単位：千円）

公共施設である総合福祉保健センターに太陽光パネルを設置し、自治体
として、自然エネルギーの導入に取り組む。

そばの生産奨励補助・環境こだわり農産物栽培奨励補助事業・学校給食
野菜生産拡大に対する取組に対して補助し、地元生産品の普及に努める。

人・農地プランに位置づけられた中心経営体等が、融資を受けて機械や
施設の導入、簡易な土地基盤の整備を行う場合の経費を支援する。

サル、イノシシ、シカによる農林産物被害、生活被害を防止するため､
防除施設の設置や集落ぐるみの自衛活動への補助を行う。シカの一斉駆
除事業やシカ剥ぎ防止対策等に補助するとともに、ニホンザル行動調査
を実施する。

町産木材を循環利用することにより、水源涵養、国土保全を図るととも
に低炭素社会の構築を促進する。

商店街の活性化と商業者（創業希望者）を支援するため、店舗の改修、
店舗の魅力向上につながるしつらえ等に対して助成する。

地獄めぐりをキーワードに、絵馬通り全体を楽しみながら散策してもら
う仕掛けづくりを実施し、絵馬通りにおける誘客促進、活性化を図る。

防犯灯の設置・維持管理を行うとともに、集落が設置する防犯灯に補助
を行う。

原子力災害対策編を新たに策定するとともに地域防災計画の見直しを図
る。
また、防災関連施設の位置等の情報をGISにてデータ整理・管理を行う。

消防設備・防災設備を整備するとともに、自治会に対して消防・防災に
係る補助金を交付し、有事に備える。

水道事業会計への消火栓維持管理負担金に加えて、浄水施設や配水施設
の改修、管路更新事業等の事業費の一部を繰り出す。

町道の新設・改良､交通安全施設の整備等により町民の生活基盤の充実
を図る｡
また、橋りょう長寿命化工事を実施し、橋りょうの強度・安全性を高める。

湖東定住自立圏域で取り組む公共交通の運行コストの削減、安定した公
共交通の維持や利用者の利便性の向上を図るための事業を行う。

公共交通バスの運行を維持するため、湖国バス運行費を補助する｡

国土調査法に基づき、一筆毎に土地の所有者、地番、地目を調査し、境
界及び地籍を確定し、土地取引の円滑化や行政の効率化につなげる。

町、県、国指定の文化財保護と助成、発掘調査の実施。

当初予算状況を住民に知らせるため、わかりやすい予算説明書を作成す
る。

住民基本台帳ネットワークシステム、戸籍電算システム等により、個人
情報の適正な管理を行う。

総合行政システムの機器の更新、運営、保守に要する経費。
また、グループウェア、メール配信等、情報の管理を適正に行う。

注１．上記の一覧は、第５次多賀町総合計画の政策体系に基づき分類しています。
注２．事業施策は、平成２５年度から新規で取り組む事業、継続事業のうち本年度から

より規模を拡大して実施する事業、そして予算規模の大きいものを掲載しました。



地域の元気臨時交付金対象事業費
６億６０００万円

地域の元気臨時交付金対象事業費
６億６０００万円

地域の元気臨時交付金対象事業費
６億６０００万円

地域の元気臨時交付金対象事業費
６億６０００万円
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ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
３
月
22
日
、
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
多

賀
第
２
工
業
団
地
造
成
事
業
費
、
平
成
24
年
度
芹
谷
栗

栖
振
興
事
業
、
芹
川
の
治
水
対
策
と
河
川
清
掃
に
つ
い

て
協
議
の
後
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　
３
月
５
日
、
本
議
会
で
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

設
置
す
る
こ
と
を
可
決
し
た
。

地域の交流の場（上水谷集会所）完成

　
委
員
会
は
、
議
長
を
除
く
11

名
の
議
員
で
構
成
す
る
。

　
委
員
長
　
　
深
田
　
治
夫

　
副
委
員
長
　
富
永
　
勉

設
置
に
至
る
ま
で
の
経
緯

　
12
年
４
月
１
日
に
「
地
方

分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律（
地
方
分
権
一
括
法
）」

が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
地
方

分
権
改
革
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。

　
23
年
に
は
、
前
述
の
法
律

が
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」・

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に

関
す
る
法
律
」
と
し
て
成
立

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
地
方
に
お
い

て
も
、
こ
こ
数
年
、
条
例
の

改
正
や
制
定
が
行
わ
れ
、
考

え
方
も
地
方
分
権
改
革
を
強

く
進
め
た
き
た
。

　
多
賀
町
議
会
に
お
い
て
も
、

24
年
２
月
に
「
議
会
改
革
に

関
す
る
研
究
と
成
果
」
と
し

て
中
間
報
告
を
ま
と
め
、
以

後
、
全
員
協
議
会
で
意
見
交

換
を
重
ね
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
議
会
改
革
に
本

格
的
に
取
り
組
む
た
め
、
今

年
の
２
月
19
日
の
全
員
協
議

会
で
、
議
会
改
革
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
を
合
議

し
た
。

今
後
の
方
向
性

　
今
後
は
、
行
政
と
議
会
の

役
割
を
明
ら
か
に
し
、
町
民

に
開
か
れ
た
議
会
と
す
る
た

め
の
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
議

会
基
本
条
例
」
の
制
定
を
め

ざ
し
、
本
特
別
委
員
会
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

多
賀
第
２
工
業
団
地
造
成
事

業・
全
体
事
業
費

　
　
　
６
億
５
５
２
７
万
円

・
県
の
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
円

・
町
の
負
担
金

　
　
　
１
億
５
５
２
７
万
円

・
土
地
売
却
代
金
等

　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
円

芹
川
河
川
関
連
事
業

　
　
　
　
（
25
年
度
予
定
）

・
転
石
破
砕
、
河
床
整
正

・
下
村
・
甲
頭
倉
地
区

　
道
路
事
業
に
伴
う
護
岸
工
事

・
桃
原
～
後
谷

　
損
傷
護
岸
の
補
修
工
事

・
栗
栖
地
区

　
道
路
事
業
に
伴
う
護
岸
工

　
事
・
浚
渫
・
伐
木

・
八
重
練
地
区

　
護
岸
（
左
岸
側
）
工
事

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
一
部
改
正

　
特
定
世
帯
に
係
る
世
帯
別

平
等
割
額
を
最
初
の
５
年
間

２
分
の
１
を
減
額
す
る
現
行

措
置
に
加
え
、
そ
の
後
３
年

間
４
分
の
１
を
減
額
す
る
。

町
道
小
森
池
線
第
３
工
区
道

路
改
良
工
事
（
２
カ
所
）

　
請
負
者

　
　
丸
中
組
工
業

　
請
負
金
額

　
　
　
　
　
７
５
６
０
万
円

　
請
負
者

　
　
山
輝
組

　
請
負
金
額

　
　
　
　
　
９
４
５
０
万
円

平成24年度  地域の元気臨時交付金対象事業の概要

（単位：千円）

72,000
22,000
58,000
15,000
5,000
3,500

300,000
40,000

515,500

119,800
6,215

13,500

139,515

4,500
1,000

100

5,600

1. 橋梁長寿命化（銭取橋他）・・・ 26年度の前倒し事業�  

2. 消雪施設整備（多賀第2工業団地）・・・３ヵ所調整池の水を使用�    

3. 消雪施設整備　(びわ湖東部工業団地内2ヵ所）    

4 . 気象情報システム（役場・川相）・・・ 積雪検知システム導入�    

5. 通学路の安全対策（四ツ屋ガード下）・・ 安全点検に基づく部分対象�    

6. 通学路の安全対策（久徳八重練線中央公民館角の歩道設置他）   

7. 地方道路交付金事業（町道小森池線）・・・ 26年度の前倒し事業�    

8. 道路ストック総点検事業（注：補助率法定なし）    

　　　　　　　　　　小　　　　　計　　　　　　　(A)

55%補助事業 事業費

1. 木造公共建物整備支援事業（高取山ふれあい公園大型宿泊施設建設） 

2. 防火水槽整備事業（多賀中学校40ｍ2）   

3. 防火水槽整備事業（高取山ふれあい公園内100ｍ2）   

　　　　　　　　　　小　　　　　計　　　　　　　(B)

50%補助事業

1. ため池緊急減災対策推進事業（高宮池ほか） 

2. 仮設治山工事費（大字一円地先）�   

3. 事務費など 

　　　　　　　　　　小　　　　　計　　　　　　　(C)

地方の資金調達に配慮し経済対策の迅速かつ円満な実施を図るために、今回限りの

特別の措置として、平成24年度補正予算において地域の元気臨時交付金が創設された。

※事業費であり、交付金の額ではない。

多賀第２工業団地造成事業
　県が１億円を負担
多賀第２工業団地造成事業
　県が１億円を負担
多賀第２工業団地造成事業
　県が１億円を負担
多賀第２工業団地造成事業
　県が１億円を負担

第
２
回
臨
時
議
会

　
第
２
回
臨
時
議
会
は
、
４
月
８
日
に
開
催
し
た
。

　
専
決
２
件
、
請
負
契
約
２
件
を
審
査
し
可
決
し
た
。

専
決
処
分

請
負
契
約

◆
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算　
既
定
の
予
算
総
額
に
、
６

億
６
０
６
１
万
円
を
追
加
し
、

５
１
億
４
６
６
３
万
円
と
す

る
。

◆
24
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

　
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

の
充
当
事
業
で
、
町
道
小
森

池
線
改
良
工
事
が
前
倒
し
で

実
施
す
る
の
に
伴
い
、
水
道

工
事
も
同
時
に
実
施
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
の
補
正
。

　
既
定
の
資
本
的
収
入
に
１

５
０
０
万
円
を
、
資
本
的
支

出
に
３
２
０
０
万
円
を
増
額

し
、
資
本
的
支
出
に
不
足
す

る
額
は
、
消
費
税
資
本
的
収

支
調
整
額
と
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
す
る
。

第
１
回
臨
時
議
会

　
第
１
回
臨
時
議
会
は
、
２
月
22
日
に
開
催
し
た
。

　
議
案
は
、
国
の
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
、
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
24
年
度
の
補
正
予
算
２
件
を
審
査

し
、
可
決
し
た
。

予
　
算

合　　　計　　　(A) + (B) + (C) ※ 660,615

し
ゅ
ん
せ
つ



竹
内
　
薫
議
員

国
道
３
０
７
号
に
安
全
柵
を

　
　
　
　
　
引
き
続
き
県
に
要
望

ー
地
域
整
備
課
長
ー

中学校学問坂の凍結対策は
　　　　関係課と連携し
　　　　　　安全確保を図る

1213

３月定例議会３月定例議会
土田 一善議員
○中学校学問坂の凍結対策は
○農道の舗装を
○地域巡回型２４時間介護を

１ Ｐ１３

　
今
年
の
積
雪
は
、
寒
さ
も

厳
し
い
こ
と
が
重
な
り
、
道

路
事
情
は
大
変
悪
く
な
っ
た
。

　
特
に
、
中
学
校
の
登
校
で

事
故
は
な
か
っ
た
か
。

　
学
校
給
食
の
食
材
運
搬
車

は
苦
労
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
凍
結
防
止
対
策
は
考
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

　
今
後
の
対
策
は
。

学
校
教
育
課
長

　
学
問
坂
は
上
部
ま
で
町
道

で
あ
り
、
積
雪
時
に
は
教
員

も
協
力
し
、
除
雪
し
て
い
る
。

　
学
問
坂
で
の
事
故
な
ど
は
、

特
に
な
か
っ
た
。

　
給
食
食
材
の
搬
入
に
支
障

が
な
い
よ
う
、
業
者
と
の
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
効
果
的

な
除
雪
・
凍
結
対
策
を
関
係

課
と
連
携
し
、
安
全
確
保
を

図
り
た
い
。

　
地
域
住
民
か
ら
農
道
の
舗

装
を
要
望
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
か
ら

も
「
建
議
書
」
が
だ
さ
れ
て

い
る
。

　
町
道
、
農
道
、
林
道
を
一

本
化
し
、
集
落
任
せ
に
な
ら

な
い
管
理
体
制
を
町
が
構
築

す
べ
き
で
あ
る
。

産
業
環
境
課
長

　
対
応
は
必
要
と
考
え
る
が
、

各
道
路
は
管
理
主
体
が
町
道

林
道
台
帳
に
基
づ
き
適
正
な

管
理
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

　
農
道
も
農
道
台
帳
を
再
整

備
し
、
関
係
土
地
改
良
区
等

と
協
議
し
、
検
討
し
た
い
。

　
町
の
高
齢
化
率
は
30
％
を

越
え
て
い
る
。
す
で
に
県
下

で
２
自
治
体
が
実
施
し
て
い

る
「
地
域
巡
回
型
訪
問
介
護

制
度
」
を
多
賀
町
独
自
に
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

副
町
長

　
町
内
で
の
開
設
事
業
者
参

入
は
難
し
く
町
外
事
業
者
も

限
ら
れ
て
お
り
、
在
宅
医
療

の
課
題
も
含
め
検
討
し
た
い
。

　
年
間
、
多
く
の
参
拝
客
が

通
る
国
道
３
０
７
号
の
歩
道

に
は
安
全
柵
が
な
く
非
常
に

　
　

危
険
で
あ
る
。

　
迂
回
路
と
し
て
町
道
を
通

行
さ
れ
て
い
る
。

　
町
道
は
、
住
民
の
生
活
道

路
で
も
あ
り
、
正
規
の
参
道

と
し
て
歩
い
て
い
た
だ
く
意

味
で
も
、
国
道
３
０
７
号
の

歩
道
に
、
安
全
柵
を
設
置
し

て
は
。

急がれる歩道と国道の安全対策

凍結対策が必要な学問坂

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

深田 治夫議員
○滝の宮グランドの照明施設を
○富之尾・多賀大谷線の道路改良は
○工業団地の未進出企業の現状は

５ Ｐ１５

山口 久男議員
○地元雇用対策は
○公共交通の充実を
○通学・通園の支援は

７ Ｐ１６

原田 亀雄議員
○予算と総合計画との整合性は
○「親子神様詣り」で来町される観光客へのおもてなしは
○学校教育に狂言を採り入れては

９ Ｐ１８

田畑 喜久弘議員
○公営住宅の建設は
○霜ヶ原・小原間の道路改良は
○シカ肉等の活用は

10 Ｐ１９

川岸 真喜議員
○地域での自然観察会は可能か
○野鳥・水鳥の観察場所設置は
○佐目・大君ヶ畑間に融雪設備を
○川相・樋田間に側溝ふたの設置を
○川相集落内の歩道の安全対策は

８ Ｐ１７

菅森 照雄議員
○放課後児童クラブの運営方針は
○日中一時支援のアンケート結果は

３ Ｐ１４

竹内 薫議員
○国道３０７号に安全柵を

２ Ｐ１３

３月定例議会では１１人の議員が登壇し、
町政の将来を見据えて、
一般質問を行った。

地
域
巡
回
型
24
時
間

　
　
　
　
　
介
護
を

在
宅
医
療
の

　
課
題
も
含
め
検
討

農
道
の
舗
装
を

関
係
土
地
改
良
区
等
と

　
　
　
　
協
議
し
検
討

ー学校教育課長ー

地
域
整
備
課
長

　
特
に
、
団
体
で
の
観
光
客

の
多
く
が
歩
道
の
未
整
備
に

よ
り
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、

町
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
住
民
の
方
か
ら
も
国

道
の
利
用
を
望
ん
で
お
ら
れ
、

す
で
に
県
に
安
全
対
策
の
要

望
を
行
っ
て
い
る
が
、
引
き

続
き
要
望
し
た
い
。

議会を傍聴してください！
６月定例議会は、６月４日(火)
から１４日(金)まで開催。
一般質問日は６月５日(水)の予
定です。

富永 勉議員
○獣害電気柵の修理に補助を
○いじめや体罰は大丈夫か

４ Ｐ１４

大橋 富造議員
○保育料の無料化を
○学問坂と昇降階段に融雪設備を

６ Ｐ１５

北川　久二議員
○防犯灯のＬＥＤ化を
○更なる企業誘致を

11 Ｐ１９

土 田  一 善 議 員



町
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
圏
域
全

部
の
承
諾
が
得
ら
れ
ず
、
断

念
さ
れ
た
。

　
町
と
し
て
は
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
検
討
し

た
う
え
で
調
査
を
実
施
し
た

い
。

　
獣
害
対
策
の
取
り
組
み
が

始
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
工

事
が
完
了
し
て
い
る
地
域
で

は
、
大
き
な
金
を
使
い
獣
害

電
気
柵
工
事
が
行
わ
れ
た
。

　
地
主
の
負
担
金
や
役
員
の

出
役
も
多
く
、
工
事
完
了
後

1415

児
の
保
育
料
の
無
料
化
な
ど

の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
が
実
現
で
き
た

が
、
教
育
熱
心
な
ま
ち
と
し

て
更
に
も
う
一
段
踏
み
込
ん

だ
子
育
て
支
援
の
拡
大
を
。

町
長

　
保
育
料
は
、
町
独
自
で
所

得
に
応
じ
て
１
～
８
階
層
に

定
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
一
世
帯
か
ら
２

人
以
上
入
所
し
て
い
る
場
合

は
、
２
人
目
は
徴
収
基
準
の

２
分
の
１
、
３
人
目
以
降
は

無
料
と
し
当
面
保
育
料
は
現

状
維
持
と
考
え
る
が
、
国
の

動
向
に
よ
り
今
後
検
討
す
る
。

　
少
子
化
が
一
段
と
進
み
、

人
口
減
少
も
進
ん
で
い
る
。

　
国
で
は
、
少
子
化
対
策
の

重
要
な
一
つ
と
し
て
、
五
歳

　　　
生
徒
は
学
問
坂
と
昇
降
階

段
を
毎
日
通
学
し
て
い
る
。

　
路
面
凍
結
が
あ
り
通
学
時

の
安
全
を
考
え
、
融
雪
設
備

が
必
要
で
は
。

町
長

　
生
徒
の
安
全
面
を
十
分
に

考
慮
し
、
効
果
的
な
除
雪
体

制
、
凍
結
対
策
を
関
係
課
と

連
携
を
し
な
が
ら
進
め
る
。

　
生
徒
の
安
全
確
保
を
図
り
、

安
全
で
安
心
で
き
る
教
育
環

境
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

ニ
ー
ズ
調
査
は

　
　
　
検
討
し
実
施

日
中
一
時
支
援
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

富
之
尾
・
多
賀
大
谷
線

　
　 

の
道
路
改
良
は

重
要
路
線
と
は
思
う
が
難
し
い

活
用
の
方
策
を

　
　
検
討
し
て
い
る

工
業
団
地
の

未
進
出
企
業
の
現
状
は

１
年
も
た
た
な
い
間
に
網
を

破
ら
れ
、
修
理
代
に
ま
た
大

き
な
費
用
が
か
か
る
。
町
と

し
て
の
対
応
を
問
う
。

町
長

　
平
成
25
年
度
に
は
、
柵
の

設
置
が
完
了
す
る
の
で
、
26

年
度
に
は
、
新
た
な
補
助
制

度
の
創
設
を
考
え
た
い
。

　
大
津
、
大
阪
で
は
い
じ
め

や
体
罰
に
よ
る
自
殺
が
あ
っ

た
。
全
国
で
い
じ
め
や
体
罰

が
発
覚
し
て
い
る
が
。
本
町

は
大
丈
夫
か
。

教
育
長

　
い
じ
め
や
体
罰
は
な
い
。

　
子
ど
も
ひ
と
り
一
人
に
気

を
配
り
、
問
題
が
起
こ
ら
な

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

放課後児童クラブ運営方針は
　　　　　支援体制がないので
　　　　　　　　　　方策を検討

ー生涯学習課長ー

菅 森  照 雄 議 員

大 橋  富 造 議 員

　
こ
の
道
路
は
、
エ
フ
ベ
ー

カ
リ
ー
の
側
道
で
も
あ
り
、

大
滝
方
面
か
ら
多
賀
や
彦
根

に
行
く
に
は
、
最
短
の
道
路

で
あ
る
。

　
小
森
池
線
の
完
成
の
目
途

も
立
ち
、
ぜ
ひ
こ
の
路
線
の

早
期
実
現
を
。

町
長

　
以
前
に
は
、
こ
の
道
路
改

良
を
計
画
し
て
い
た
が
、
現

在
は
小
森
池
線
の
整
備
を
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
難
し
い
。

　
町
長
は
、
子
ど
も
や
若
い

世
代
が
未
来
に
希
望
を
持
ち
、

郷
土
を
愛
し
、
健
全
に
育
つ

体
制
を
つ
く
る
と
言
い
な
が

ら
、
滝
の
宮
グ
ラ
ン
ド
に
照

明
を
設
置
し
な
い
。
こ
う
い

っ
た
考
え
で
は
、
他
町
に
大

き
く
差
を
つ
け
ら
れ
る
。
町

民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
施

設
と
し
て
ぜ
ひ
実
現
を
望
む
。

町
長

　
子
ど
も
に
と
っ
て
、
夜
間

に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
す
る
こ

と
は
、
発
達
途
上
で
過
重
な

負
担
と
な
り
良
く
な
い
。

　
夜
間
練
習
の
必
要
が
あ
れ

ば
、
照
明
設
備
の
あ
る
施
設

を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
い
ま
だ
進
出
し
な
い
三
和

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
敷
地
面
積
は
、

約
12
．１
ha
、
操
業
し
な
い
と

大
き
な
税
の
損
失
で
あ
る
。 

 

　
も
っ
と
強
く
催
促
す
る
べ

き
で
は
。

町
長

　
現
在
、
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
の
管
理
下
に
あ
る
。

　
企
業
に
対
し
て
、
再
三
の

要
請
に
あ
わ
せ
、
他
社
の
進

出
も
含
め
検
討
し
て
い
る
。

滝
の
宮
グ
ラ
ン
ド
に
照
明
設
備
を

　
　
　
照
明
設
備
の
あ
る
他
施
設
を

深
田 

治
夫
議
員

い
じ
め
や
体
罰
は
大
丈
夫
か

い
じ
め
や
体
罰
の

な
い
環
境
づ
く
り
を

学
問
坂
と
階
段
に

　
　
　
融
雪
設
備
を

補修後の電気柵　富之尾地先

放課後の学童保育

雑木が繁る三和シャッター用地

危険がともなう階段（多賀中学校）

ー
町
長
ー

保育料無料化を

　当面は現状を維持したい
ー町長ー

富
永 

勉
議
員

獣
害
電
気
柵
の
修
理
に
補
助
を

　
　
　
　
全
体
整
備
後
に
検
討
し
た
い

ー
町
長
ー

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

対
象
者
は
、
町
内
小
学
校
児

童
で
あ
り
、
障
が
い
を
持
つ

子
ど
も
、
養
護
学
校
児
童
・

集
団
生
活
が
で
き
な
い
児
童

は
、
入
会
で
き
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
規
則
に
は
、

開
設
さ
れ
た
校
区
と
あ
る
が
、

養
護
学
校
児
童
は
対
象
外
か
。

　
対
象
外
で
あ
れ
ば
不
公
平

で
あ
り
、
改
正
が
必
要
と
思

う
。
集
団
生
活
が
で
き
な
い

児
童
に
支
援
が
必
要
で
は
。

生
涯
学
習
課
長

　
運
営
規
則
に
は
、
校
区
に

在
学
す
る
１
か
ら
３
年
生
の

児
童
で
、
特
別
な
理
由
に
よ

り
養
育
が
困
難
な
児
童
と
規

定
さ
れ
て
い
て
、
養
護
学
校

児
童
は
対
象
外
と
な
る
。

　
現
状
で
は
、
施
設
、
運
営

体
制
の
整
備
が
な
く
困
難
で

あ
る
。

　
支
援
の
方
法
は
、
福
祉
保

健
課
、
関
係
機
関
の
意
見
も

聞
き
検
討
し
た
い
。

　
町
長
は
、
障
が
い
を
持
つ

子
ど
も
の
長
期
休
暇
中
の
支

援
に
つ
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
あ

ッ
プ
21

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
参
考
に
対
応
し
た
い

と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
結
果
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。



域
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

　
高
齢
化
も
進
み
、
利
便
性

向
上
が
求
め
ら
れ
、
停
留
所

の
増
加
や
変
更
は
可
能
か
。

町
長

　
公
共
交
通
の
充
実
・
改
善

は
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
平
成
21
年
の
乗
合
タ
ク
シ

ー
事
業
開
始
以
来
、
改
善
を

図
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
の
要
望
を
受

け
な
が
ら
、
愛
の
り
タ
ク
シ

ー
と
路
線
バ
ス
を
合
せ
た
公

共
交
通
の
確
立
に
努
め
て
い

く
。

　
町
内
に
は
遠
距
離
通
学
を

し
て
い
る
高
校
生
が
多
い
。

保
護
者
へ
の
負
担
も
大
き
く
、

愛
の
り
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
利

用
に
よ
る
遠
距
離
通
学
の
支

援
策
は
検
討
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
近
隣
市
町
で
は
幼

稚
園
児
向
け
に
通
園
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
。

　
多
賀
町
で
も
通
園
バ
ス
を

1617

　
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

に
よ
り
税
収
は
増
加
し
た
。

　
し
か
し
地
元
雇
用
の
拡
大

や
人
口
増
加
に
は
つ
な
が
っ

て
い
な
い
。

　
進
出
企
業
へ
の
は
た
ら
き

か
け
は
。
ま
た
地
元
雇
用
の

現
状
は
ど
う
か
。

町
長

　
企
業
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
は
今
な
お
厳
し
い
。

　
行
政
が
進
出
企
業
に
対
し
、

地
元
雇
用
を
強
く
要
望
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
新
た
な
進
出
企
業
に
対
し

て
地
元
雇
用
を
で
き
る
だ
け

お
願
い
す
る
。

企
画
課
長

　
昨
今
の
経
済
情
勢
か
ら
各

企
業
で
は
新
規
採
用
、
臨
時

雇
用
と
も
控
え
ら
れ
て
い
る
。

　
地
元
雇
用
の
割
合
や
現
状

に
つ
い
て
は
、
各
企
業
の
経

営
方
針
と
深
く
関
わ
る
こ
と

か
ら
、
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
。
町
と
し
て
は
、
就
職
の

機
会
均
等
な
ど
適
正
な
採
用

を
求
め
て
い
く
。

　
多
賀
町
は
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
か

ら
遠
い
た
め
、
通
院
や
通
学

な
ど
の
移
動
に
不
便
さ
を
感

じ
る
。
人
口
の
定
着
、
定
住

化
を
進
め
る
た
め
に
も
、
地

通
学
・
通
園
支
援
は

あ
り
方
委
員
会
で

　
　
　
　
　
　
検
討

改
善
は
し
て
い
る

公
共
交
通
の
充
実
を

野
鳥
・
水
鳥
の

　
観
察
場
所
設
置
は

自
然
教
育
は
推
進
す
る

佐
目
・
大
君
ヶ
畑
間
に

　
　
　
　
融
雪
設
備
を

川
相
・
樋
田
間
に

　
側
溝
ふ
た
の
設
置
を

川
相
集
落
内
の

歩
道
の
安
全
対
策
は

考
え
る
べ
き
で
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。

町
長

　
現
在
、
高
校
生
の
公
共
交

通
機
関
の
利
用
に
際
し
て
は
、

学
生
割
引
が
適
用
さ
れ
て
い

る
。

　
し
か
し
遠
距
離
通
学
の
場

合
、
家
計
の
教
育
費
に
占
め

る
交
通
費
の
割
合
が
高
く
、

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
公
平
の
観
点
か
ら
、

遠
距
離
通
学
者
だ
け
を
負
担

軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

教
育
長

　
現
在
、
町
で
は
幼
稚
園
・

保
育
園
の
通
園
バ
ス
の
運
行

は
実
施
し
て
い
な
い
。

　
こ
れ
は
、
園
児
だ
け
を
バ

ス
に
乗
せ
る
不
安
や
、
発
着

の
時
刻
に
制
約
さ
れ
て
就
労

と
育
児
の
両
立
が
難
し
く
な

る
と
い
う
保
護
者
か
ら
の
強

い
要
望
に
よ
る
も
の
だ
。

　
今
後
は
、
地
域
の
子
育
て

支
援
と
い
う
観
点
か
ら
、
通

園
の
問
題
も
含
め
、「
幼
児
教

育
の
あ
り
方
委
員
会
」
に
お

い
て
検
討
を
し
て
い
く
。

地域の雇用対策は
　　　　就職の機会均等、
　　　　　　　　適正な採用を

ー町長ー

山 口  久 男 議 員

社
会
の
学
習
で
採
用
し
て
い

る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
生
活
様
式

が
多
様
化
し
た
現
在
で
は
、

「
花
ご
よ
み
」
の
よ
う
な
自

然
観
察
を
地
域
と
と
も
に
進

め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
意

義
は
あ
る
と
考
え
る
。

　　
野
鳥
の
森
や
お
し
ど
り
の

里
な
ど
野
鳥
・
水
鳥
観
察
の

実
績
が
あ
る
。

　
冬
期
に
は
多
く
の
水
鳥
が

町
内
に
飛
来
し
て
い
る
。
　

　
町
産
材
を
利
用
し
て
観
察

小
屋
を
設
置
す
る
考
え
は
。

ま
た
観
察
の
た
め
の
ビ
オ
ト

ー
プ
（
人
工
池
）
の
建
設
は
。

学
校
教
育
課
長

　
現
在
、
冬
季
に
大
滝
小
学

　
旧
大
君
ケ
畑
分
校
で
観
察

・
発
表
が
続
け
ら
れ
た
「
花

ご
よ
み
」
は
、
地
域
住
民
に

支
え
ら
れ
た
自
然
教
育
活
動

で
あ
っ
た
。

　
町
内
で
は
高
齢
化
・
過
疎

化
が
進
み
、
地
域
の
教
育
力
、

教
育
熱
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
地
域
再
生
の
た
め
に
も
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
「
花

ご
よ
み
」
の
よ
う
な
自
然
観

察
会
を
地
域
の
方
々
と
取
り

組
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

教
育
長

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心

を
育
む
こ
と
は
、
町
の
教
育

の
中
心
的
目
標
で
、
そ
の
た

め
の
体
験
活
動
を
、
理
科
や

地
域
で
の
自
然
観
察
会
は
可
能
か

　
　
　 

体
験
学
習
と
し
て
意
義
は
あ
る

川
岸 

真
喜
議
員

近隣市町の幼稚園バス

利便性の良い愛のりタクシー

野鳥の観察ができる犬上ダム

萱原区内で完了した側溝ふた

校
に
お
い
て
「
親
子
探
鳥
会
」

と
い
う
野
鳥
の
観
察
会
を
実

施
し
て
い
る
。

　
犬
上
ダ
ム
湖
で
の
オ
シ
ド

リ
の
観
察
、
給
餌
活
動
、
講

師
に
よ
る
説
明
会
な
ど
で
あ

る
。

　
今
後
も
自
然
教
育
は
推
進

し
て
い
く
が
、
新
た
に
観
察

小
屋
や
ビ
オ
ト
ー
プ
の
設
置

予
定
は
な
い
。

　
国
道
３
０
６
号
線
の
佐
目
、

十
二
相
神
社
前
か
ら
佐
目
ト

ン
ネ
ル
に
か
け
て
の
カ
ー
ブ

は
、
降
雪
時
の
危
険
性
が
高

く
、
融
雪
設
備
の
設
置
は
地

域
の
要
望
で
あ
る
。

　
県
の
回
答
と
今
後
の
対
応

は
。

地
域
整
備
課
長

　
融
雪
設
備
は
、
水
量
、
高

低
差
の
問
題
、
側
溝
の
整
備

の
点
か
ら
難
し
い
と
県
の
回

答
が
あ
っ
た
。

　
他
の
要
望
も
含
め
、
大
佐

谷
道
路
愛
護
会
と
と
も
に
県

に
要
望
を
続
け
て
い
く
。

　
県
道
多
賀
永
源
寺
線
に
は

側
溝
の
ふ
た
が
無
い
箇
所
が

多
く
、
健
康
の
た
め
に
散
歩

を
す
る
人
は
車
道
を
歩
か
な

く
て
は
な
ら
ず
危
険
で
あ
る
。

　
周
辺
集
落
は
合
同
で
県
に

対
し
側
溝
ふ
た
の
設
置
を
継

続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

　
県
の
回
答
と
今
後
の
予
定

は
。

地
域
整
備
課
長

　
県
は
、
毎
年
少
し
ず
つ
側

溝
改
良
を
進
め
て
い
る
。

　
現
在
萱
原
区
内
が
完
了
し

た
。

　
多
賀
永
源
寺
線
期
成
同
盟

会
と
と
も
に
、
町
と
し
て
も

引
き
続
き
早
期
完
了
を
要
望

し
て
い
く
。

　
川
相
浄
水
場
の
進
入
路
は

歩
道
と
の
間
に
10
セ
ン
チ
程

度
の
段
差
が
生
じ
て
お
り
、

高
齢
者
は
転
倒
の
危
険
が
あ

る
。
こ
の
段
差
を
よ
け
る
た

め
に
高
齢
者
が
車
道
を
歩
く

場
面
を
見
か
け
た
。
危
険
性

が
高
く
、
早
期
に
改
良
す
べ

き
だ
。

地
域
整
備
課
長

　
こ
の
進
入
路
は
緊
急
時
の

給
水
車
や
施
設
管
理
の
車
両

が
進
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　
段
差
の
解
消
に
は
、
門
扉
、

フ
ェ
ン
ス
、
電
柱
の
撤
去
を

行
い
、
新
た
に
進
入
路
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
側
溝
の
改
良
を
す
れ
ば
、

沿
線
の
家
屋
の
出
入
り
口
に

段
差
を
生
じ
て
し
ま
う
。
　

　
緊
急
に
処
理
で
き
る
問
題

は
県
に
お
願
い
し
て
対
処
し

て
い
く
が
、
難
し
い
。

ー
教
育
長
ー



①
総
合
計
画
の
実
施
計
画
が

予
算
案
作
成
時
に
ど
の
よ
う

に
調
整
し
、
ま
た
業
務
遂
行

上
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て

い
く
の
か
。

副
町
長

　
予
算
編
成
方
針
の
基
は
、

総
合
計
画
と
町
長
の
方
針
で

あ
る
。
業
務
遂
行
上
で
も
、

実
施
計
画
に
あ
る
事
業
の
実

施
状
況
、
進
捗
状
況
を
確
認
・

検
証
す
る
基
準
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。

②
事
業
の
評
価
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
さ
れ
、
ま
た
そ

の
評
価
が
次
年
度
予
算
に
ど

の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る

の
か
。

副
町
長

　
評
価
は
、
実
施
計
画
の
取

り
組
み
の
内
容
と
進
捗
を
検

証
し
、
実
績
と
併
せ
、
計
画

の
変
更
や
見
直
し
な
ど
を
ま

と
め
、
３
カ
年
の
実
施
計
画

の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

　
次
年
度
予
算
へ
の
活
用
は
、

前
年
度
の
成
果
や
経
過
、
ま

た
目
標
達
成
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
そ
れ
を
基
に
作
成
し
て

い
る
。

③
予
算
成
立
後
、
「
広
報
た

が
」
で
発
表
さ
れ
る
予
算
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業

に
使
わ
れ
る
の
か
が
把
握
し

に
く
い
よ
う
に
思
う
。

　
総
合
計
画
の
実
施
計
画
ご

と
に
掲
載
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　
実
施
計
画
の
各
事
業
は
複

合
的
に
事
業
化
し
て
、
類
似

し
た
項
目
も
多
い
こ
と
か
ら

難
し
い
面
も
あ
る
が
、
今
後
、

町
民
の
み
な
さ
ま
に
よ
り
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
Ｈ

Ｐ
も
含
め
て
研
究
し
た
い
。

　
25
年
度
は
伊
勢
神
宮
の
式

年
遷
宮
の
年
で
、
親
神
様
を

祭
る
多
賀
大
社
に
も
、
例
年

に
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
観
光

客
が
来
町
さ
れ
る
こ
と
が
予

測
で
き
、
今
後
の
多
賀
の
観

光
産
業
を
展
望
し
、
多
賀
町

と
し
て
ど
う
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

町
長

　
観
光
客
が
多
賀
の
町
を
散

策
し
て
魅
力
的
に
感
じ
て
い

た
だ
き
、
多
賀
の
町
あ
げ
て

お
も
て
な
し
を
し
て
い
く
方

策
と
し
て
、「
近
江
の
地
獄

め
ぐ
り
」
を
今
回
企
画
し
た
。

　
絵
馬
通
り
に
あ
る
地
獄
に

関
す
る
観
光
資
源
に
加
え
て
、

門
前
町
共
栄
会
な
ど
の
協
力

を
得
て
、
新
た
な
観
光
資
源

を
創
出
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

絵
馬
通
り
に
す
る
こ
と
で
、

滞
在
時
間
が
長
く
な
る
よ
う

に
仕
掛
け
て
い
き
た
い
。

　
多
賀
町
は
、
能
・
狂
言
の

ル
ー
ツ
で
あ
り
ま
す
近
江
猿

楽
の
発
祥
の
地
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
今
後
の
多

賀
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

す
る
題
材
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
郷
土
学
や
誇
り

の
育
成
の
た
め
の
教
育
の
一

環
と
し
て
、
学
校
教
育
に
狂

言
を
採
用
し
、
多
賀
ら
し
さ
、

多
賀
独
自
の
教
育
を
創
り
上

げ
る
こ
と
は
ど
う
か
。

町
長

　
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い

く
た
め
に
、
組
織
や
後
継
者

の
育
成
を
図
り
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
新
た
な
魅
力
づ

く
り
に
努
め
た
い
。

　
狂
言
を
学
校
教
育
に
採
り

い
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

教
育
長

　
子
ど
も
た
ち
の
発
達
の
段

階
に
応
じ
て
、
限
定
し
た
体

験
を
、
教
科
に
採
り
い
れ
て

い
く
こ
と
に
は
難
し
い
面
が

あ
る
が
、
で
き
る
限
り
、
多

賀
ら
し
さ
、
学
校
独
自
の
教

育
の
創
造
に
向
け
て
、
狂
言

な
ど
の
日
本
の
伝
統
文
化
理

解
教
育
を
一
層
充
実
す
る
よ

う
学
校
を
指
導
し
た
い
。

1819

親
子
神
様
詣
り
で

来
町
さ
れ
る
観
光
客
へ
の

お
も
て
な
し
は

学
校
教
育
に
狂
言
を

採
り
入
れ
て
は

霜
ヶ
原
・
小
原
間
の

　
　
　
道
路
改
良
は

シ
カ
肉
な
ど
の

　
　
　
　
　
活
用
は

予算と総合計画との整合性は
　　　　予算と連動しているー副町長ー

原 田  亀 雄 議 員

公営住宅の建設は
　　　　 集落での
　暮らしを支援していく

田畑 喜久弘 議 員

毎年開催される「桜狂言」

県に要望された県道（霜ヶ原）

ＬＥＤが取り付けられた防犯灯

ー企画課長ー

防犯灯のＬＥＤ化を
　　 積極的にＬＥＤ化を推進

北 川  久 二 議 員

ー町長ー

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
消
費
電
力
が
少

な
く
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
集

落
管
理
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る
費
用
の
補
助
が
始
ま

っ
た
。

　
多
賀
町
に
は
町
管
理
の
防

犯
灯
が
約
１
８
０
基
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
予

定
は
。

町
長

　
町
は
、
環
境
基
本
条
例
の

理
念
の
も
と
積
極
的
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
町
管
理
の
防
犯
灯
１
７
８

基
を
現
在
商
工
会
に
委
託
し

て
い
る
。

　
他
の
照
明
灯
も
含
め
る
と

５
１
６
基
以
上
に
な
る
。

　
財
政
上
の
問
題
か
ら
課
題

も
多
く
、
補
助
制
度
を
活
用

し
、
機
会
を
と
ら
え
て
改
修

を
す
す
め
る
。

　
多
賀
第
２
工
業
団
地
に
は

エ
フ
ベ
ー
カ
リ
ー
が
進
出
し
、

本
年
５
月
ご
ろ
か
ら
操
業
す

る
。

　
し
か
し
、
い
ま
だ
遊
休
地

が
約
1.6
ha
残
っ
て
い
る
。
　

　
利
用
促
進
と
税
収
確
保
の

た
め
に
も
更
な
る
企
業
誘
致

が
必
要
で
は
。

町
長

　
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
。

更
な
る
企
業
誘
致
を

　
若
い
世
代
、
高
齢
者
に
と

っ
て
も
安
価
で
利
便
性
の
高

い
公
営
住
宅
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
町
と
し
て

建
設
の
予
定
は
。

企
画
課
長

　
町
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
し
か
し
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
や
、
住
み
慣
れ
た

土
地
で
の
暮
ら
し
も
重
要
だ
。

　
町
と
し
て
も
地
域
の
良
さ

を
重
ん
じ
る
施
策
を
進
め
、

集
落
で
の
暮
ら
し
を
支
援
し

て
お
り
、
建
設
の
予
定
は
な

い
。

　
霜
ヶ
原
の
水
壷
橋
か
ら
小

原
間
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
県

道
は
、
道
幅
も
狭
く
自
動
車

の
対
向
が
難
し
い
。

　
道
路
改
良
の
予
定
は
。

地
域
整
備
課
長

　
こ
の
区
間
は
、
直
下
に
犬

上
川
が
流
れ
、
山
側
は
岩
盤

に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

道
路
改
良
が
難
し
い
箇
所
で

あ
る
。
し
か
し
多
賀
永
源
寺

線
期
成
同
盟
会
と
と
も
に
県

に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
シ
カ
の
駆
除
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
好
ま
し
い
処
理
の

方
法
と
シ
カ
肉
の
活
用
方
法

は
。

産
業
環
境
課
長

　
捕
獲
に
つ
い
て
は
多
賀
町

猟
友
会
に
委
託
し
て
お
り
、

銃
器
と
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
シ
カ
肉

処
理
は
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公

園
内
で
行
わ
れ
、
昨
年
度
は

約
１
０
０
０
キ
ロ
が
学
校
給

食
や
近
隣
の
道
の
駅
な
ど
で

消
費
・
販
売
さ
れ
て
い
る
。
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編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　
春
先
に
偏
西
風
が

日
本
の
上
空
を
と
お

り
、
空
気
が
乾
燥
す

る
３
月
末
か
ら
４
月

に
か
け
て
、
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
を
悪
化
さ

せ
る
可
能
性
の
あ
る

微
小
粒
子
状
物
質
「
Ｐ

Ｍ
２
・
５
」
が
黄
砂

に
混
じ
り
、
大
気
汚

染
の
主
原
因
と
さ
れ
、

近
畿
で
も
不
安
を
広

げ
て
い
る
。

　
滋
賀
県
で
も
、
国

の
環
境
基
準
を
超
え

た
日
が
数
回
あ
っ
た
。

　
県
で
は
、
こ
の
情

報
を
携
帯
電
話
の
メ

ー
ル
で
知
ら
せ
、
注

意
喚
起
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
環

境
基
本
条
例
の
理
念

に
沿
っ
た
大
気
汚
染

対
策
が
急
が
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
　
　 

 
   

　
　
大
橋
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創
造
と
貢
献
を

旗
印
に

多
賀
町
に
単
身
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滋
賀
事
業
所
長

寺
田

圀
昭

弊
社
は
、
１
９
４
７
年
大

阪
市
都
島
区
に
寝
具
（
ふ
と

ん
）
製
造
業
と
し
て
創
業
い

た
し
ま
し
た
。

１
９
６
８
年
か
ら
不
織
布

製
造
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
大
阪
本
社
に

寝
具
工
場
を
残
し
、
大
阪
・

東
京
の
不
織
布
製
造
部
門
を

統
合
し
、
多
賀
町
に
滋
賀
事

業
所
と
し
て
移
転
し
、
翌
年

創
業
60
周
年
を
新
工
場
に
て

迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
従
業

員
一
同
歓
び
に
堪
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

不
織
布
は
、
寝
具
・
車
両
・

建
材
・
環
境
・
医
療
・
衣
料

分
野
な
ど
様
々
な
分
野
へ
お

客
さ
ま
が
要
求
す
る
製
品
を
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
・
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
形
で
供
給
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

従
業
員
の
皆
さ
ん
は
、
大

阪
・
関
東
よ
り
移
籍
し
て
き

ま
し
た
人
達
と
、
多
賀
町
周

辺
よ
り
来
て
い
た

だ
い
た
人
た
ち
が

混
じ
り
合
い
、
明

る
く
楽
し
く
を
モ

ッ
ト
ー
に
働
い
て

お
り
ま
す
。

湖
東
地
区
は
、

多
賀
大
社
を
は
じ

め
、
歴
史
の
宝
庫

で
す
。
私
た
ち
も
、

こ
れ
に
恥
じ
る
こ

と
な
い
滋
賀
事
業

所
の
歴
史
を
創
り

上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

滋
賀
事
業
所

工
場
長

大
橋

博
之

私
は
、
滋
賀
事
業
所
開
設

に
と
も
な
い
、
平
成
17
年
12

月
19
日
に
初
め
て
滋
賀
事
業

所
に
出
勤
し
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
多
賀
町
は
大
雪

で
、
雪
が
降
ら
な
い
埼
玉
県

か
ら
来
ま
し
た
の
で
、
非
常

に
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て
お

り
ま
す
。

　
多
賀
町
に
は
、
由
緒
あ
る

多
賀
大
社
、
神
秘
な
河
内
の

風
穴
な
ど
歴
史
が
あ
り
、
自

然
が
豊
か
で
食
べ
物
も
美
味

し
い
、
過
ご
し
や
す
い
町
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
地
元
の
社
員
の
方
か

ら
に
は
、
山
菜
、
鮎
な
ど
を

い
た
だ
き
、
大
変
あ
た
た
か

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
地
元
採
用
の
方

も
多
く
な
り
、
中
核
的
な
存

在
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
多
賀
町
か
ら

信
頼
さ
れ
る
よ
う
業
務
に
励

み
、
多
賀
町
で
行
わ
れ
て
い

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

積
極
的
に
参
加
し
て
親
睦
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


